
  

 
   

■平成２７年６月定例愛知県議会閉会                 7 月 26日開催 

 7 月 7日、６月議会が閉会しました。ハート・オブ・ジャパ

ンの推進など６億４千万余円の一般会計補正予算、都市公

園における禁止行為にドローン等を追加するなどの条例の一

部改正、追加上程された吉本副知事の後任に厚労省外国人

雇用対策課長の堀井奈津子女史の人事案件などのその他

議案について、全て賛成多数で可決、同意しました。 

また、民主党県議団から提出した医師確保対策の充実に

ついて及び障害者雇用対策の充実についての意見書など

民主 2、自民 2、公明 2、維新 1の７件の意見書を全会一

致で採択し国へ送致しました。 

■選挙権 18歳に引き下げ･･･公職選挙法改正 

 選挙権年齢を18歳以上に引き下げる改選公選法は6月17日の参議院本

会議で全会一致で可決、成立しました。鈴木も一般質問で触れましたが、こ

れにより約 240 万人の新有権者が誕生する見込みで、今後政治参加意識を

高める主権者教育や、民法上の成人年齢・少年法の対象年齢引き下げなども

課題となってきます。 

 5 月に開催された日本自治創造学会研究大会の明治大学名誉教授中邨会

長講演では、60 代以上の有権者の半分にも満たない 20 代の投票率の現状

や各国の選挙制度(義務投票制)など伺いました。 

明治時代に議会政治を求めた自由民権運動による大日本帝国憲法発布に

より 25歳以上で 15円以上納税する男性に初めて選挙権が不えられ、大正デ

モクラシーで 25歳以上の男性、戦後の民主化でようやく 20歳以上の男女の

普通選挙となりました。主権者の国民が政治に参加する権利、参政権の一つ

であり、国民に最も大切な権利といわれる選挙権の意義を理解して、新有権

者には先人の努力により得られた権利を大切に行使するよう願います。 

■連合愛知尾張南地協国会研修 

 連合愛知尾張南地協の国会研修会に、星野、

魚住、木全の各市議と参加しました。派遣の

期間制限等を緩和する労働者派遣法改悪案

の討論の現場を傍聴、法案は自公などの賛成

多数で衆議院を通過しました。また、野田元

総理、大塚参議院議員等から自民党が推薦し

た参考人も含め 3 人全員が｢違憲｣とした安

保法案等について 

伺い、意見交換し

ました。 

 

 

 

 

 

6月 23日午後 3時 30分一般質問に登壇しました。 
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【選挙権年齢と成人年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日新聞 NEWS がわかるより 
 

すずき純 
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REPORT ＳＴＥＰ２１ 
6月 19日  退席した民主党議員らの空席(中央)が目立つ中、労働

者派遣法改正案を賛成多数で可決した衆院本会議(毎日新聞) 

20➡18 

http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/06/image10.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/05/image32.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/06/image10.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/05/image32.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/06/image10.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/05/image32.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/06/image10.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/05/image32.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/06/image10.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/05/image32.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/06/image10.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/05/image32.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/06/image10.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/05/image32.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/06/image10.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/05/image32.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/06/image10.jpg
http://www.step21.net/wp/wp-content/uploads/2015/05/image32.jpg


  

第 1 次産業革命は大 

英帝国を作り上げた蒸気機関と機械、 
第 2 次産業革命は米国が産業の覇権を握 
った電気と大量生産方式の発明、第 3 次産業 

革命はカイゼン、JAPAN AS NO.1 に代表される 
日本の製造業が急速に力を付けたコピューター 
による自動化、そして第 4次産業革命は 

ＩｏＴ(Internet of Things)、 
考える工場です。 

平成２７年愛知県議会６月定例会一般質問要旨     
■新たな産業労働計画について 
最初に、次世代産業育成など連合愛知の評価も及第点の現ビジョンですが、経営革新計画や女性の

労働力率など未達成の産業労働ビジョン 2011-2015 の評価と課題を質しました。 
 
小山産労部長：中小企業振興基本条例や産業空洞化対策減税基金など日本一元気な愛知の実現に向

けて進展と評価。不十分な部分は商工会等との連携強化などの諸施策を実施の上で次期に反映。 
 

次に新たな事象の一つ第 4 次産業革命(ＩｏＴ産業革命)は製造業への依存度が高いドイ

ツ、ＩＴの巨人アメリカ、新興国のインド等がしのぎを削っているが、日本をリードす

るモノづくりの本県のＩｏＴへの取組について、顕在化してきた労働力丌足についてな

ど新計画の方向性を質しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■こどもの笑顔が集まるプロジェクト②について 
（１）明治、大正、昭和の激動の中で主権者である国民の参政権の一つ、選挙権が育まれまし

たが、選挙権年齢 18歳と政治・行政の現場、県庁見学(県庁へ行こう！)について伺いました。 
 
野村教育長：教科書で学ぶだけでなく選管の出前トークなども活

用するなど、体験的な学習活動が充実するよう研修会等を通じ

て働きかけるとともに、社会的な問題に関するテーマ学習や討

論などこれまで以上に積極的に取り組み主権者意識を高める。 
 

（２）先の大戦における愛知県の戦没者は概ね 12 万 6千

人と推計されており、稲沢でも空襲があり金田正一元プロ野

球選手も旧平和町での空襲体験を語られていますが、戦後

70 年の節目に開館する資料館へ寄せる思いと次代を担う子

ども達への戦争体験の引継について伺いました。 【右記事】 

■高齢者の交通安全対策について 
愛知県の 64 歳以下の免許人口は既に減少していますが、

65 歳以上は大幅に増加、いわば高齢ドライバー社会が到来し

ている中、高齢運転者に起因する事故の特徴と認知症も含め

た対策についてなど質しました。 
 
木岡県警本部長：高齢運転者は出会い頭や安全確認不十分での交差点

進入事故を起こす割合が高く、本年から交通安全教育の見直しを図り視

覚機能の低下を補う視野トレーニングやシニア・ドライバーズスクールの

開催等による運転の意識改善を実施。医師会や地域包括支援センター等

との連携を強化。 
 

 

 
 
 
 
 

7 月 26 日稲沢夏まつり 

8 月 1 日サマーフェスタへいわ 

4 日稲沢市議選立候補予定者説明会 

15 日愛知県戦没者追悼式 そぶえ夏まつり 

東京から戻り稲沢青年会議所に入会し、                       最初のアクトが稲沢夏まつり

実行委員会の立上げでした。市民との協働、終わった時の達成感･･･あれから 20 年 今年はサリオパーク祖父江で打ち上

げ花火、皆様のご来場をお待ちしています。 未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。   愛知県議会議員 鈴木じゅん 

中日新聞 6 月
24日県内版より 
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小山産労部長：ロボット産業を内需型新産業育成プロジェクトと

して製造・物流等分野で一層のロボット導入の為ＷＧを設置等。 

間所労政局長：愛知人材力強化プロジェクトを推進しているが今

後は産学行政の連携会議を設けるとともに多様な人材が活躍で

き本県の産業力向上につながるよう新計画に位置付け推進。 

大村秀章知事：リニア、ＭＲＪ、ＦＣＶ、と日本の未来をつくるプロ

ジェクトが動き出しており、これを成功させ愛知の力を更に高め

ることで次代を担う若者・女性の魅力ある雇用の場をつくること

が重要と考え新計画に取り組む等。 

 
 
 
 
 
 

出来立てのパンフレット 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦争に関する資料館外観 
(県庁大津橋分室) 

 
 
 


